
































































































































































リトン Barringtonは、その序文にジョセフ・エームズ Joseph Ames〔英国の書誌編集者・印刷史研究
家、1689年～1759年〕の書簡を引用して、その材料はエームズ Ames に負ったところがあると説明し



















れることによって、書物に関わる問題が解明されることを期待している。A bibliotheca sum, nihil
biblicum a me alieum put.（「私は書誌学者である。書物に関わることで私に無関係なことはない。」
この警句はテレンティウス Terence〔紀元前２世紀頃のローマの喜劇作者〕の Home sum; humani nil
ame alienum puto．「私は人間である。人間に関わることで私に無関係なことはない」（訳注２）という「自
虐者」Heauton Timoremenosの77行目を踏まえたもの）。





































































































































































































幹的要素だけである―が事実上は本文研究 textual criticism に等しいと言って来た理由が、今、理
解されるだろう。






















































日）の Bibliography― An Apologiaは The Library 第４期第13巻第２号（1932年９月）の113頁～143
頁に発表の後（その要旨は、1932年３月21日開催の書誌学協会 Bibliographical Societyにおける会長挨
拶として発表されている）、Joseph Rosenblum編 Sir Walter Wilson Greg: A Collection of His Writings
（Scarecrow Press、1998年）などに収録されている。翻訳に際しては Sir Walter Wilson Greg: A Collection
of His Writings所収本文（135頁～157頁）に拠った。初出 The Library誌はペンシルバニア大学図書館
などからダウンロードできるが、Greg論文の134頁～135頁を欠いている。
なお、訳文中には、適宜、訳語に続けて原語をそのまま記載したところがある。また、〔 〕内は訳
者による記述である。
なお、本文変容（transmission）と本文推移（textual-transmissionもしくは textual transmission）と
いう似通った訳語を用いたが、本文変容（transmission）は、具体的・物理的なものとしての資料体
（documents）において目に見える形態上の変化・伝達を言い、一方、本文推移（textual-transmission
もしくは textual transmission）は、資料体（documents）に記述された文字から立ち上がってきた抽
象的な本文（text）における変化・伝達を指していると解せられる。本文変容と本文推移といった用
語で、両者を区別することは馴染みにくいかも知れないが、本訳稿で試みに使ってみた。
本号に掲載したのは前半部分（135頁～147頁）の翻訳で、後半部分（147頁～157頁）については次
号に掲載したい。
